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　教育委員会 information

基礎情報（H29.1 月現在）
区・自治会名：牧野区
世 帯 数：５０世帯
高齢化率：２８．４％

　今回は、昨年 11 月に牧野区（マキノ地域）で
開催された集落座談会のようすを紹介します。
　集落座談会には、11 人の区民の方が参加され、
市職員から人口減少、少子高齢化による地域の課
題について説明を受けた後、「高齢化する地域で
の暮らしについて」、「集落機能の維持や区の運営
について」の２つのテーマで話し合いが行われま
した。
　高齢化する地域での暮らしについて話し合った
グループからは、「子どもたちは、いずれ外（牧
野区以外）に出ていき、地域のくるわ（つながり）
も今後は薄れていくだろう。５～ 10 年後は、ま

だ地域で暮らしていけると思うがそれ以後はどう
なるか。」などの思いが出されました。
　また、集落機能の維持や区の運営について話し
合ったグループからは、「区運営の改革に踏み出
せない。区の行事も少ない中で区民が顔を合わせ
る機会が少なくなった。青年会や自警団の維持が
難しくなってきた。」などの意見が出されました。
　意見交換を通して、今後の区のあり方について
も触れられ、「空き家活用で地域に人を迎えられ
ないか。風通しの良い地域づくりをしよう。みん
なが戻ってくる牧野にしたい。」など、これから
の区に対しての熱い思いが語られていました。
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教
育
委
員
会
で
は
、
事
業
の
課
題
や
今

後
の
取
り
組
み
方
針
を
明
確
に
す
る
た

め
、
３
人
の
方
を
事
務
点
検
評
価
委
員
に

委
嘱
し
、
平
成
28
年
度
に
取
り
組
ん
だ
75

事
業
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
「
平
成
28
年

度
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状

況
の
点
検
及
び
評
価
結
果
報
告
書
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今

後
も
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

平
成
28
年
度
取
り
組
み
事
業
の

　
　
　
　
　
　
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
危
険

教育総務課　 （32）1132

◆
子
ど
も
を
守
る
対
策
◆

～
家
庭
環
境
か
ら
防
ぐ
～

○
自
分
で
動
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
今

ま
で
手
の
届
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
へ
の

興
味
・
関
心
を
抱
き
ま
す
。
ベ
ラ
ン
ダ

や
窓
・
家
具
の
近
く
に
踏
み
台
と
な
る

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
手
の
届
く

範
囲
に
あ
る
も
の
を
口
に
入
れ
て
確
か

め
よ
う
と
す
る
た
め
、
誤
飲
や
窒
息
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
や
ア
ル

コ
ー
ル
類
・
子
ど
も
の
口
に
収
ま
り
そ

う
な
物
は
、
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
や
水
の
事
故
も
多
く
、
ト
イ
レ
や

風
呂
場
の
扉
は
閉
め
て
お
き
、
風
呂
に

入
る
時
以
外
の
溜
め
湯
は
し
な
い
こ
と

や
、
ガ
ス
の
元
栓
は
閉
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

～
行
動
か
ら
防
ぐ
～

　
な
ぜ
そ
の
行
動
が
危
な
い
の
か
を
具

体
的
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
が
将
来
的
に
自
分
で

考
え
、
危
険
を
回
避
し
て
い
く
力
を
身

～
気
持
ち
か
ら
防
ぐ
～

　
子
ど
も
自
身
が
「
自
分
を
大
切
に
し

よ
う
！
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
普
段
か
ら
「
大
切
に
思
っ
て
い
る

ん
だ
よ
」
と
い
う
気
持
ち
を
口
に
出
し

て
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
を

大
事
に
す
る
気
持
ち
が
事
故
回
避
に
繋

が
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
事
故
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
半
数
は
家
庭
内

で
起
こ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
を
招
く
こ
と
が
あ
り
、
安
全

を
図
る
た
め
に
は
、大
人
の
心
が
け
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

※報告書は、教育総務課で縦覧できます。
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高
島
市
教
育
委
員
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事
務
点
検
評
価
委
員

子育て講座
「脳から見た男の子と女の子」
日時：10月28日（土）
　　　　13 時 30 分～
場所：働く女性の家　
講師：山本　和之氏

（名古屋市聖霊病院小児科専門医）
参加費：無料
※詳細はお問い合わせください。

たかしま結びと育ちの応援団
　 （33）7758

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
（
２
５
）
８
５
１
７

に
付
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。
例
え
ば

食
事
の
場
合
、
き
ち
ん
と
座
っ
て
よ
く

噛
ん
で
食
べ
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
事
故
防
止

に
繋
が
り
ま
す
。

▼
評
価
結
果

ランク 事業数 ランク内容

A 29 事業 的確な事業実施がなされ、
十分な成果があがっている

B 43 事業 成果としては良好なものが
得られている

C 3 事業
一定の成果をあげているもの
の、課題もあり、検討を加え
努力する必要がある

D 0 事業 成果が乏しく抜本的な見直し
とともに、改善が必要である

ボランティアで
グラウンド整備

　８月 20 日（日）に今津東小学校、新旭
北小学校グラウンドで、（一社）滋賀県建
設業協会高島支部によるグラウンド整備が
行われました。
　この取り組みは、建設業の魅力発信、将
来の担い手育成などを目的に体験型の社会
貢献活動として平成 23 年度から継続して、
無償で実施していただいています。
　重機試乗体験や、人力と機械を使った作
業でどのくらい差がでるかなど、普段は体
験できない建設機械の活躍に児童たちは興
味津々のようす
でした。体験活
動のあと、プロ
の 仕 事 に よ り、
グラウンドは綺
麗に整備されま
した。

（32）1132

味津々のようす味津々のようす
でした。体験活でした。体験活
動のあと、プロ動のあと、プロ

グラウンドは綺グラウンドは綺

こんなに
違う！

　

市
に
は
陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地

と
航
空
自
衛
隊
饗
庭
野
分
屯
基
地
が

所
在
し
、
自
衛
隊
員
は
国
防
は
も
ち

ろ
ん
、
災
害
時
の
支
援
活
動
、
さ
ら

に
は
国
際
平
和
協
力
活
動
等
、
実
に

幅
広
い
職
務
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
防
面
で
は
度
重
な
る
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
警
戒
し
、
イ
ー

ジ
ス
艦
や
饗
庭
野
分
屯
基
地
に
も
配

備
さ
れ
て
い
ま
す
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ

サ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
で
迎
撃
体
制
を
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て

の
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
九

州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な
災
害
時
に

は
、
い
ち
早
く
隊
員
を
派
遣
し
、
人

命
救
助
等
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
25
年

の
台
風
18
号
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
際
に
は
、
86
名
の
自
衛
隊

員
に
出
動
し
て
い
た
だ
き
、
床
上
浸

水
で
逃
げ
遅
れ
た
住
民
の
救
助
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

国
際
平
和
協
力
活
動
で
は
、
今
津
駐

屯
地
か
ら
南
ス
ー
ダ
ン
へ
３
名
の
隊

員
が
派
遣
さ
れ
、
昨
年
、
帰
国
さ
れ

ま
し
た
が
、
治
安
の
維
持
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
衛
隊
員
の
皆
さ
ん

は
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え

る
重
要
か
つ
過
酷
な
任
務
に
従
事
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
日
々
、
厳
し
い
訓

練
に
耐
え
な
が
ら
練
度
を
高
め
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
改
め
ま
し
て
日
頃

の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
お
守

り
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
今
年
は
今
津

駐
屯
地
創
立
65
周
年
、
饗
庭
野
分
屯

基
地
開
設
45
周
年
と
節
目
の
年
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
５
月
28
日
に
は
饗

庭
野
分
屯
基
地
上
空
を
Ｆ
15
戦
闘
機

が
初
め
て
記
念
飛
行
し
ま
し
た
が
、

10
月
22
日
に
は
今
津
駐
屯
地
で
も
創

立
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
会
場
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
の
皆

さ
ん
の
訓
練
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ

く
な
ど
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
衛
隊
基
地
が
所
在
す
る
市
と
し
て

福

井

正

明


